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★　次号をお楽しみに　☆
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Q.ご紹介した事業が皆様の生活に役立
つと思いますか？

Q.日頃のテレビ、新聞等を通じて、公共事
業に対してどういったイメージをお持ちです
か？
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Q.本日のイベントに参加されて、公
共事業に対するイメージに変化が
ありましたか？

平成18年10月28日、現在建設中の東広島・
呉自動車道事業　揚山トンネルの現場見学会
を行いました。
当日は現場内の様子や、トンネル作業車、ま
た揚山トンネルの約1ｍの岩盤に穴を開けて
トンネルが貫通する瞬間等を見学していただ
きました。
参加者の方々には、見学会終了後アンケート
にご協力いただきましたので結果を一部報告
させていただきます。

その他、地域の皆様の身近な生活道路に対する関心の高さや、公共事業に対する考え等、多くの意見
を聞かせていただきました。
アンケートにご協力くださった皆様、ありがとうございました。

★その他の意見Q．家庭内で公共事業についてお話しされること
がありますか？
ある方はどのような話しをされますか？

消火栓の扉が開いていると通行中危険ですし、トンネル内での事故や火事など、
いざというときにイタズラで防災設備が使えなくなっていたら大変です。
分離壁のガラスについては、設置後から平成18年12月末までに全部で24枚割ら
れています。
ガラスが割れてしまうと、歩道内に車道側の汚れた空気が入ってきて分離壁を設
置している意味がなくなってしまうだけでなく、ガラス補修の際には補修費用がか
かったり交通規制を行ったりと、多くの皆様に迷惑がかかってしまいます。

皆様に気持ちよく道路を利用していだだけるよう、マナーを守って通行してくださ
い。よろしくお願いいたします。

最近、休山トンネルの歩道で、消火栓の扉が故意に開けられ
ていたり、壁に落書きをされたり、歩道と車道を分離するガラス
の壁を割られたりする『イタズラ』が多発しています。

・機材、資材が散乱しているイメージがあったが、きれいにされていたので
  よかった。
・近代化された工法で進められているとはいえ、自然を相手の工事なので
  一筋縄ではいかないと思うし、危険だと思う。
　清めの儀式にそれを感じた。
・とても楽しかった。現場の方々の仕事以外のためなのに、ありがとう
   ございました。
・上層部の談合とか、色々イメージが悪いが、直接工事に携わっている方は
  よくやっておられると思う。

・東広島・呉道路のこと
・空港へのアクセスが不便だということ
・公共事業工事金額や談合問題
・このような機会が度々あればいいという話
・道路の話。信号のタイミングとか車の走る時間低減


